
　

昨
年
12
月
か
ら
急
増
し
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
依
然
、
高

リ
ス
ク
の
状
態
に
あ
り
、
１
月
７

日
に
出
さ
れ
た
「
緊
急
事
態
宣
言
」

は
、
１
个
月
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
か
ら
の
行
事
再
開
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ

る
状
況
が
引
続
き
厳
し
い
こ
と
を

踏
ま
え
、
計
画
変
更
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
演
芸
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
す

る
予
定
の
３
月
11
日
は
、
微
妙
な

時
期
で
す
。「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

解
除
さ
れ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち

が
感
染
弱
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
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５
月
に
は
「
つ
く
だ
・
つ
き
し

ま
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
も
ん
じ
ゃ

の
会
）」に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

定
で
す
。
現
在
、
都
立
の
有
料
公

園
は
閉
園
中
で
す
。
こ
れ
が
解
除

さ
れ
な
け
れ
ば
開
催
困
難
で
す
。

　

状
況
が
不
透
明
な
の
で
、
予
定

　

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

▼
４
月
２
日　

▼
小
金
井
公
園　

▼
参
加
費
５
０
０
円
で
開
催
す
る
予

　

も
う
、
そ
の
頃

に
は
行
事
開
催
に

支
障
が
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

３
・
11
﹁
演
芸
鑑
賞
会
﹂
は
中
止
�

演
芸
を
楽
し
む
会
は
残
念

４
月
２
日
小
金
井
で
お
花
見

５
月
に
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

し
て
い
た
今
月
の

参
加
募
集
開
始
を

見
合
わ
せ
、
２
月

末
に
可
否
の
最
終

判
断
を
し
ま
す
。

４
・
２
﹁
お
花
見
の
会
﹂
は
様
子
見

　

延
期
し
て
い
た
第
13
回
定
期
総

会
は
、
６
月
11
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

何
と
し
て
も
開
催
し
た
い
の
で

す
が
、
今
年
も
開
催
困
難
な
ら
ば
、

「
書
面
開
催
」
方
式
と
し
ま
す
。

す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
残
念
で
す

が
、
中
止
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

雪の新宿御苑にて
（現在はコロナで休園中）

６
月
に
定
期
総
会
を
開
催

いのちと暮しと雇用・営業を守れ！
　

コ
ロ
ナ
関
連
法
の
改
正

に
よ
り
、
入
院
拒
否
や
営

業
時
短
に
応
じ
な
い
事
業

者
等
に
「
科
料
」
を
課
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
お
上
の
命
令
を
守
ら

な
い
奴
に
お
仕
置
き
を
」

と
い
う
も
の
で
す
が
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
感
染
事
実
の

申
告
や
感
染
源
特
定
等
に

支
障
が
出
る
危
険
が
高
ま

り
ま
す
。
感
染
症
対
策
は

ペ
ネ
ル
テ
ィ
で
は
な
く
、

医
療
体
制
の
充
実
と
完
全

な
補
償
に
よ
る
安
心
感
を

ベ
ー
ス
に
す
べ
き
で
す
。
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厚
生
労
働
省
は
、
１
月
22
日
、
21

年
度
の
年
金
額
を
「
０
・
１
％
引
下

げ
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
厚
生
年

金
は
、
月
額
２
２
８
円
減
（
夫
婦
２

人
の
標
準
世
帯
の
例
）
と
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
調
査
に
よ
る
「
20
年
度
消

費
者
物
価
指
数
」
は
０
％
で
し
た
が
、

「
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
」（
実
質

賃
金
変
動
率
×
物
価
変
動
率
×
可
処

分
所
得
割
合
変
化
率
で
算
出
）
が
マ

イ
ナ
ス
０
・
１
％
に
な
り
、
今
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
る
「
物
価
指
数
と
賃

金
変
動
率
の
低
い
方
」
に
年
金
の
改

定
率
を
あ
わ
せ
る
ル
ー
ル
に
基
づ
き

０
・
１
％
引
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調

整
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％
で
し
た

が
、
年
金
額
が
引
下
げ
に
な
る
た
め
、

こ
の
分
は
来
年
度
以
降
に
積
残
し
と

な
り
ま
す
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
が
０
・
１
％
減
に
留
ま
っ
た
の
は
、

加
入
枠
拡
大
に
よ
る
年
金
保
険
加
入

者
増
が
寄
与
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
。

●マクロ経済スライドによる調整ルールの見直し（2018 年４月より適用）

●年金額改定ルール ( 賃金・物価スライド ) 見直し（2021 年４月より適用）

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
率　

０
・
１
％
減
は
来
年
度
以
降
に
積
み
残
し

21
年
度
の
年
金
額
は
０・１
％
減
額

「マクロ経済スライド」とは
　「現役被保険者の減少」と「平均
余命の伸び」に基づきスライド調
整率を設定、年金改定率から控除
する仕組み。
● 21 年度指数
＊公的年金被保険者数の変動率
（0.2％、2017 ～ 19 年度平均）
×平均余命の伸び率（△ 0.3％、
定率）＝スライド調整率（△
0.1％）

●デフレ時の適用
＊年金額改定率がゼロ以下の場合

は、引下げ分は積み残し（キャ
リーオーバー）、次年度以降調整
する仕組みになっています。

＊今年はこれが適用され、「マクロ
経済スライド」によるマイナス
0.1％分は、来年以降の年金額プ
ラス改定時に減額されることに
なります。
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１
月
27
日
の
参
院
予
算
委
員
会

で
、「
収
入
を
失
い
路
頭
に
迷
う

方
々
、
命
を
落
さ
れ
た
方
が
多
数

に
の
ぼ
る
。
政
府
の
政
策
は
届
い

て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

菅
首
相
は
「
最
終
的
に
生
活
保
護

が
あ
る
」
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。

こ
れ
が
菅
流「
公
助
」の
正
体
で
す
。

政
治
を
変
え
な
け
れ
ば
、
私
た
ち

の
生
活
や
安
全
は
守
れ
ま
せ
ん
。

　

退
職
者
連
合
は
、
国
の
予
算
に

反
映
さ
せ
る
取
組
み
と
し
て
、
総

会
で
決
め
た
「
政
策
・
制
度
要
求
」

に
そ
の
時
々
の
課
題
を
加
味
し
た

「
重
点
要
求
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
重
視
で
す
。

(1)
社
会
保
障
の
基
盤
で
あ
る
雇
用

の
安
定
と
拡
大
を
図
る
こ
と
。
偽

装
請
負
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
の
就

労
者
保
護
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

(2)
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
を
生
み

出
す
主
要
原
因
で
あ
る
雇
用
に
お

け
る
男
女
不
平
等
を
な
く
す
こ
と
。

(3)
医
療
・
介
護
従
事
者
な
ど
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
労
働
条

件
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

(1)
短
時
間
労
働
者
の
被
用
者
年
金

保
険
加
入
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ

と
。
少
な
く
と
も
企
業
規
模
要
件

は
即
時
全
面
廃
止
す
る
こ
と
。

(2)
基
礎
年
金
保
険
料
の
拠
出
期
間

を
、
現
在
の
40
年
か
ら
45
年
（
20

～
65
歳
）
に
延
長
す
る
こ
と
。

(1)
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
街
づ
く
り
と
一

体
で
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
の

提
供
基
盤
を
整
備
し
、
感
染
症
拡

大
等
緊
急
事
態
に
対
応
可
能
な
ケ

ア
ネ
ッ
ト
を
実
現
す
る
こ
と
。

(2)
医
療
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
従
事

者
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
。

(1)
後
期
高
齢
者
医
療
費
窓
口
負
担

２
０
０
万
円
以
上
（
単
身
世
帯
年
収
）
２

割
化
は
最
小
限
度
の
趣
旨
を
逸
脱

し
て
い
る
。
受
診
回
避
に
よ
る
健

康
悪
化
と
生
活
困
窮
の
防
止
策
と

し
て
配
慮
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

(2)
公
的
皆
保
険
を
堅
持
し
、「
混
合

診
療
」
を
拡
大
し
な
い
こ
と
。

(3)
感
染
症
対
策
を
含
め
、
人
材
・

資
源
の
適
正
配
置
な
ど
医
療
提
供

体
制
を
合
理
的
に
整
備
す
る
こ
と
。

(1)
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
実
現
の
前

提
と
し
て
、
介
護
職
員
の
賃
金
改

善
の
た
め
、「
介
護
職
員
処
遇
改
善
」

等
の
「
加
算
」
措
置
を
増
額
し
、

非
正
規
・
時
給
職
員
を
含
む
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
す
る
こ
と
。

(2)
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な

ど
の
介
護
報
酬
を
改
善
し
、
柔
軟

に
対
応
で
き
る
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

(3)
介
護
保
険
被
保
険
者
を
医
療
保

険
加
入
者
全
体
に
拡
大
す
る
こ
と
。

(4)
利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
を
維

持
す
る
こ
と
。
３
・
２
割
負
担
の
所

得
基
準
は
当
事
者
の
利
用
抑
制
を

起
こ
さ
せ
な
い
水
準
と
す
る
こ
と
。

負
担
能
力
の
判
定
根
拠
に
金
融
資

産
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

(1)
個
人
所
得
税
の
所
得
再
分
配
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、

金
融
所
得
と
勤
労
所
得
を
一
体
と

し
た
総
合
課
税
に
す
る
こ
と
。

(2)
企
業
が
社
会
的
責
任
を
果
た
す

税
率
を
確
立
し
、
租
税
回
避
の
防

止
、
公
正
課
税
を
実
現
す
る
こ
と
。

(3)
低
所
得
階
層
の
消
費
税
対
策
は
、

「
消
費
税
還
付
制
度
」
か
「
給
付
付

き
税
額
控
除
」
を
導
入
す
る
こ
と
。

(1)
生
活
保
護
基
準
の
再
切
り
下
げ

を
行
わ
な
い
こ
と
。
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
実
効
あ
る

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
。

(2)
家
事
・
育
児
・
介
護
を
男
女
が

協
同
す
る
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

(3)
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
介
護
分
野
の

生
活
支
援
等
の
休
止
に
対
処
す
る

支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

(4)
自
粛
生
活
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
・
虐
待

増
加
に
伴
う
相
談
窓
口
充
実
、
被

害
者
保
護
・
支
援
を
行
う
こ
と
。

雇
用
改
善
、
年
金
・
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
・
医
療
保
険
・

介
護
保
険
改
善
、
税
制
改
善
、
コ
ロ
ナ
禍
の
貧
困
対
策
強
化

退
職
者
連
合
「
２
０
４
通
常
国
会
へ
向
け
た
21
重
点
要
求
」

１ 

雇
用
改
善

２ 

年
金
保
険

３ 

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト

４ 

医
療
保
険
制
度

５ 

介
護
保
険
制
度

６ 

税　

制

７ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
貧
困
対
策
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、

20
年
は
２
月
の
狭
山
東
京
集
会
を

は
じ
め
、
５
月
・
10
月
の
全
国
集

会
な
ど
こ
と
ご
と
く
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
ず
、
狭
山
現
地
調
査
も
、

10
月
に
行
な
っ
た
東
京
清
掃
を
除

き
一
つ
も
行
え
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
弁
護
団
提
出
の

石
川
さ
ん
の
無
実
を
証
明
す
る
決

定
的
証
拠
が
出
そ
ろ
い
、
再
審
開

始
に
向
け
最
大
の
山
場
を
迎
え
て

い
る
。
何
と
し
て
も
21
年
に
は
再

審
開
始
を
の
強
い
意
気
込
み
で
、

狭
山
東
京
実
行
委
員
会
第
26
回
総

会
が
、
12
月
17
日
に
行
な
わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
参
加
人
数
を
し

ぼ
る
た
め
各
構
成
団
体
代
表
出
席

の
形
と
な
り
、
私
は
自
治
体
退
職

者
会
東
京
都
本
部
か
ら
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、桐
田
事
務
局
長
（
元

東
京
清
掃
委
員
長
）
が
議
案
を
提

案
、「
21
年
を
事
実
調
べ
実
施
・
再

審
開
始
の
年
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
集

中
す
る
と
し
た
方
針
が
、
全
会
一

致
で
確
認
さ
れ
た
。
質
疑
で
は
私

も
発
言
し
、
三
多
摩
地
域
タ
ウ
ン

紙
の
「
狭
山
意
見
広
告
」
の
取
組

み
や
、
東
京
清
掃
が
行
っ
た
狭
山

現
地
調
査
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

第
１
部
の
最
後
に
、
会
場
に
来

ら
れ
な
か
っ
た
石
川
一
雄
さ
ん
と

早
智
子
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、

東
京
実
行
委
に
結
集
す
る
様
々
な

人
た
ち
の
、
決
意
を
語
る
元
気
な

姿
が
上
映
さ
れ
た
。

　

第
２
部
は
、
狭
山
弁
護
団
河
村

弁
護
士
に
よ
る
「
再
審
に
向
け
た

情
勢
と
課
題
」
の
講
演
。
イ
ン
ク

の
化
学
分
析
に
よ
り
、
石
川
さ
ん

が
犯
人
と
さ
れ
た
最
大
の
証
拠
品

の
万
年
筆
は
、
全
く
の
偽
物
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
鑑
定
を

中
心
に
解
説
し
、
再
審
請
求
が
最

終
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
何
よ
り

も
重
要
な
の
は
証
人
尋
問
を
含
め

た
事
実
調
べ
で
あ
り
、
何
と
し
て

　
　
　
　
　
　

玉
川
支
部
長
、
中

執
を
長
く
務
め
た
金
高
毅
さ
ん
が

１
月
21
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

金
高
さ
ん
は
、
東
京
清
掃
の
運

動
に
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
き
ま

し
た
。
70
年
代
初
頭
、
過
酷
な
労

働
条
件
改
善
に
立
ち
上
が
っ
た
下

請
け
運
転
手
の
闘
い
を
支
え
、
下

請
け
と
東
京
清
掃
を
結
び
つ
け
る

役
割
を
果
た
し
、
現
在
の
東
京
清

掃
で
は
普
通
に
語
ら
れ
る
「
下
請

け
と
の
共
闘
」
や
「
社
会
的
労
働

運
動
推
進
」
の
運
動
理
念
を
東
京

清
掃
に
も
た
ら
す
端
緒
を
開
き
、

発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

職
場
で
起
き
た
部
落
差
別
事
件

を
契
機
に
形
成
さ
れ
た
「
清
掃
・

人
権
交
流
会
」
の
創
設
に
も
深
く

金
高  

毅
さ
ん
逝
去

訃
報

狭
山
東
京
実
行
委
員
会
第
26
回
定
期
総
会

も
21
年
に
実
現

さ
せ
た
い
と
強

調
し
た
。

　

総
会
の
最
後

に
、
参
加
者
全

員
で
「
第
３
次

再
審
の
扉
を
必

ず
開
か
せ
よ

う
」
の
誓
い
を

確
認
し
終
了
し

た
。（
押
田
記
）

2019 年秋の狭山集会

な
く
、
政
治
運
動
や
地
域
生
協
運

動
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
練
馬
区

の
す
ず
し
ろ
医
療
生
協
理
事
長
も

務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
文
筆
家
で

も
あ
り
ま
し
た
。
自
治
労
文
芸
賞

を
受
賞
し
た
「
等
々
力
花
見
事
件
」

を
は
じ
め
と
す
る
小
説
、
随
筆
、

紀
行
文
な
ど
を
上
梓
し
ま
し
た
。

　

そ
の
金
高
さ
ん
を
、
入
所
先
の

老
健
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
コ
ロ
ナ
の
感
染
に
よ
り
喪
っ

た
こ
と
は
、
返
す
返
す
も
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
享
年
79
歳
で
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

関
り
ま
し
た

　

運
動
領
域

は
、
労
働
運

動
だ
け
で
は

　今年も、みな様の近況をまと
めた「会員のいま２０２１」を
発行します。日常の出来事や、
現在関係している運動や社会の
こと、今考えていることなど、
何でも結構です。紙面交流とし
ても活用してください。
　設問内容は以下の通り、投稿
をお待ちしています。
(1) 昨年、心に残ったことは何

ですか。楽しかったこと、身
の回りのこと、コロナのこと、
社会的なことなど…。

(2) 今年はどういう年にしたい
ですか。目標や過ごし方など
何でも結構です。

「近況報告」をよろしく

(3) 来し方行く末、社
会的問題等を含め、
自由意見。

。
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﹃
２
０
２
０
年
三
多
摩
コ
ロ
ナ
困

り
ご
と
相
談
﹄
は
、
府
中
を
皮
切

り
に
、
国
立
、
多
摩
、
立
川
、
狛

江
と
５
つ
の
自
治
体
の
相
談
会
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
、
八
王
子
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
に
関
わ
っ
た
実
行
委
員
会

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
市
民
運

動
や
労
働
組
合
を
担
っ
て
い
る

方
々
で
、
弁
護
士
、
女
性
相
談
員
、

各
自
治
体
の
市
議
、
行
政
関
係
者

の
協
力
や
、
市
民
か
ら
の
カ
ン
パ
、

食
料
品
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
立
相
談
会
の
実
行
委
員
長
は

清
掃
退
職
者
会
の
押
田
五
郎
さ
ん
、

狛
江
の
事
務
局
長
は
清
掃
世
田
谷

を
退
職
し
て
狛
江
市
議
に
な
っ
た

清
水
信
之
さ
ん
、
清
掃
世
田
谷
支

部
の
と
き
に
共
に
執
行
部
を
担
っ

た
仲
間
と
の
再
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
の
内
容
は
、「
解
雇
さ
れ
た
」

「
所
持
金
が
な
い
」「
路
上
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」、
狛
江
の

例
で
は
女
性
が
「
解
雇
さ
れ
、
今

後
の
生
活
の
不
安
が
あ
る
」
と
訴

え
る
な
ど
深
刻
な
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
と
り
わ
け
深
刻
だ
っ
た
の

は
、「
今
日
、
寝
る
場
所
が
な
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
に
待
機
し
て
も
ら
い
、
生
活

保
護
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。即
、対
応
で
き
る
と
こ
ろ
が
、

三
多
摩
コ
ロ
ナ
困
り
ご
と
相
談
会

の
特
徴
で
す
。

　

今
回
、若
い
女
性
の
相
談
が
あ
っ

た
こ
と
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

私
も
関
わ
っ
て
い
る
﹃
府
中
緊

急
派
遣
村
﹄
は
、
通
年
を
通
し
て

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
派

遣
村
の
長
い
運
動
蓄
積
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
相
談
会
で
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
村
が
活
動
で
き
る
の
は
拠
点

が
あ
る
か
ら
で
す
。
府
中
駅
か
ら

歩
い
て
５
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス﹃
あ
し
あ
と
﹄で
す
。

　

あ
る
方
が
マ
ン
シ
ョ
ン
を
20
年

間
無
償
で
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
民
団
体
は
無
料
で
使
う
こ
と
が

で
き
、
こ
こ
か
ら

緊
急
派
遣
村
や
緊

急
派
遣
村
労
働
組

合
の
活
動
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治

体
の
市
民
運
動
や

労
働
組
合
の
交
流

が
で
き
た
こ
と
も

﹁
三
多
摩
コ
ロ
ナ
困
り
ご
と
相
談
﹂
で

見
え
て
き
た
こ
と　
　
　郡司　

實

相
談
会
の
大
き
な
成
果
で
し
た
。

　　

資
本
主
義
経
済
の
も
と
、
新
自

由
主
義
政
策
や
働
き
方
改
革
が
格

差
社
会
を
つ
く
り
、
貧
困
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

一
気
に
浮
上
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

は
誰
に
も
感
染
し
ま
す
が
、
社
会

的
弱
者
ほ
ど
コ
ロ
ナ
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。
格
差
社
会
が
原
因

で
す
。
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

教
授
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ

ツ
氏
は
「
格
差
社
会
は
ま
す
ま
す

拡
大
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

資
本
主
義
の
も
と
で
格
差
の
拡

大
に
抗
し
て
い
く
に
は
、
お
互
い

を
支
え
る
仕
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
都
内
を
は
じ
め
、各
地
の
「
相

談
会
」
等
の
取
組
み
は
、
格
差
社

会
に
対
す
る
市
民
・
労
働
者
に
よ

る
抵
抗
の
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。

世
田
谷
時
代
の
仲
間
と
と
も
に

相
談
は
深
刻
な
も
の
ば
か
り

運
動
の
蓄
積
が
相
談
会
に
結
実

格
差
拡
大
に
抗
す
る
運
動
を

お
茶
を
ゆ
�
く
り
飲
む
と

ウ
イ
ル
ス
死
ぬ
ん
だ
�
て

４
日
間
続
か
な
い
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
不
備
は

問
題
で
す
が
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
の

は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
自
宅
で
死

ぬ
方
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
で
す
。

訃
報
に
載
せ
た
金
高
さ
ん
も
、
入

所
先
の
老
健
施
設
で
コ
ロ
ナ
に
感

染
後
10
日
も
入
院
待
ち
を
し
た
末
、

様
態
が
急
変
し
亡
く
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
公
的
病
院
の
民
営
化

や
医
療
体
制
の
脆
弱
化
を
も
た
ら

す
政
策
を
進
め
た
自
民
党
政
治
の

ツ
ケ
で
、
い
の
ち
が
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。
何
と
も
悔
し
い
限
り
で
す
。

　

も
や
も
や
し
た
気
分
で
い
る
と
、

元
事
務
局
の
佐
々
木
則
子
さ
ん
か

ら
「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
お
茶
を

ゆ
っ
く
り
飲
む
と
ウ
イ
ル
ス
死

ぬ
っ
て
、
薬
剤
師
の
先
輩
が
言
っ

て
た
。
お
勧
め
で
す
。」
と
い
う
ほ

ん
わ
か
し
た
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し

た
。
そ
う
だ
、
菅
政
権
打
倒
の
行

　

昨
春
の
「
緊
急

事
態
宣
言
」
当
時
、

37
・
５
度
以
上
の
熱
が

動
に
励
み
な
が
ら
、
毎
日
、

お
茶
を
ゆ
っ
く
り
飲
も
う
。



　

サ
ン
ケ
ン
電
気
は
、「
韓
国
サ
ン

ケ
ン
解
散
・
全
員
解
雇
」
を
、
１

月
20
日
に
強
行
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
で
来
日
闘
争
が
で
き
な
い
こ
と

を
見
越
し
た
卑
怯
な
や
り
口
で
す
。

　

１
月
21
日
昼
、
サ
ン
ケ
ン
電
気

東
京
事
務
所
前
（
池
袋
）
で
、「
韓

国
サ
ン
ケ
ン
の
解
散
・
清
算
を
撤

回
し
ろ
！
全
員
解
雇
を
許
さ
な

い
！
」
と
、
怒
り
の
抗
議
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
韓
国
現
地
（
馬
山
）・
東

京
・
大
阪
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
中
継
も

行
わ
れ
、
韓
国
現
地
か
ら
、「
私
た

ち
は
虫
け
ら
で
は
な
い
。
使
い
捨

て
の
部
品
で
は
な
い
。
人
間
だ
！
」

「
高
額
の
慰
労
金
提
案
に
も
誰
一
人

退
職
に
応
じ
ず
、
闘
い
に
立
ち
上

が
っ
て
い
る
」
と
意
気
込
み
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
サ
ン

ケ
ン
廃
業
の
一
方
で
Ｌ
Ｇ
財
閥
と

組
ん
だ
新
規
事
業
を
目
論
ん
で
い

る
と
い
わ
れ
、
韓
国
の
公
共
テ
レ

ビ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

「
渡
り
鳥
企
業
サ
ン
ケ
ン
を
許
す

６
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な
！
」
の
声
が
韓
国
で
広
が
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
の
情
勢
と
し
て
、
韓
国

現
地
で
は
、
１
月
28
日
に
会
社
側

か
ら
「
会
社
敷
地
内
の
テ
ン
ト
と

組
合
事
務
所
退
去
要
求
」
が
出
さ

れ
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

勿
論
、
200
日
の
籠
城
闘
争
を
続
け

て
い
る
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
は
、

恫
喝
に
屈
せ
ず
意
気
軒
昂
で
す
。

　

退
職
者
会
は
、
卑
劣
な
サ
ン
ケ

ン
電
気
を
許
さ
な
い
日
韓
労
働
者

の
連
帯
を
支
持
し
、
勝
利
す
る
ま

で
闘
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
深
刻
な
状
況
に

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
菅
政
権
は

国
会
を
閉
じ
て
有
効
な
対
策
を
講

じ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
う
や
く
１
月
18
日
に
通
常
国

会
が
開
会
さ
れ
、
こ
の
日
と
翌
日

の
両
日
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
と
雇

用
・
営
業
を
ま
も
れ
！
改
憲
手
続

法
強
行
許
す
な
！
改
憲
反
対
」
国

会
前
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
と
立
憲
野
党
国
会
議
員

の
挨
拶
に
続
く
市
民
の
報
告
で
は
、

18
日
は
共
謀
罪
Ｎ
Ｏ
！ 

実
行
委
の

方
が
「
菅
政
権
が
進
め
る
デ
ジ
タ

ル
改
革
に
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

デ
ー
タ
を
資
本
の
儲
け
の
道
具
に

す
る
も
の
だ
」、
自
由
法
曹
団
団
長

（
弁
護
士
）
は
、「
改
憲
手
続
法
は

広
告
規
制
や
公
務
員
・
教
育
者
へ

の
運
動
規
制
等
問
題
が
あ
る
。
審

議
も
採
決
も
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
報
告
、
民
医
連
の
方
は
「
救
急

車
の
搬
送
困
難
事
例
が
急
増
し
、

助
か
る
命
も
助
か
ら
な
い
」
と
医

療
現
場
の
状
況
を
訴
え
ま
し
た
。

　

19
日
は
、
辺
野
古
の
現
状
や
安

保
法
制
違
憲
訴
訟
の
報
告
に

続
き
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
方

が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
を
政

府
に
批
准
さ
せ
る
運
動
を
進

め
よ
う
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　

18
日
と
19
日
の
行
動
で
特

に
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
コ
ロ

ナ
対
策
は
菅
政
権
に
任
せ
ら

れ
な
い
。
新
自
由
主
義
に
よ

り
市
民
生
活
が
破
壊
さ
れ
る
。

菅
政
権
の
無
策
の
政
治
に
終

止
符
を
打
と
う
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
無
能
な
菅
首
相

は
直
ち
に
退
陣
す
べ
き
で
す
。

労
働
者
・
商
店
の
生
活
を
守
れ
！
有
効
な
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ
な
い
菅
政
権
に
終
止
符
を
！
「
韓
国
サ
ン
ケ
ン
解
散
・
全
員
解
雇
」
の
強
行
を

許
さ
ず
、日
韓
労
働
者
の
連
帯
で
闘
争
勝
利
へ
！

テ
ン
ト
撤
去
・
組
合
事
務
所
退
去
要

求
に
よ
り
緊
張
高
ま
る
韓
国
現
地

ネ
ッ
ト
中
継
で
日
韓
労
働
者

の
連
帯
と
闘
う
決
意
を
共
有

サンケン電気抗議 1.21 緊急集会

1.18 国会開会日行動

1.19 定例国会議員会館前行動


